
 個別ゼミ概要（ＷＥＢ掲示用） 

 

授業科目名 如水会寄附講義「如水ゼミ」 

ゼミ名 
金融 (銀行・証券・ファンドビジネス・フィンテック等) 

講師幹事名 蓑田秀策・千田剛司 大学教員 （空欄で結構です） 

学 期 春・夏学期 開講時間 水曜 ４～５時限 

【授業の目的・到達目標】 

○劇的に進化しつつある金融界の最前線で、過去何が起こり、今何が起こらんとしているかを、最新の情報で学び取ること。 

○一流講師陣との対話や演習などを通じ、視座を高め、今後の学業の動機付けや自らの将来をより深く考える契機にして頂きたい。 

○本講座は、金融技術の習得や個社の就職活動を助成するものではありません。また、金融知識の多寡や学部、国籍等を問いません。 

金融に関心のある方、問題意識の高い方、積極的に議論に参加して頂ける方を歓迎します。 

 

【上記目的・目標達成方法】 

○金融界のそれぞれの事業分野で、実際に指揮を執っている現役経営者の方、または経営経験者の方を講師として招聘します。 

○様々な職歴を有する講師陣から独自の視点で金融界の動向を解説頂き、時代の流れと今後の方向性を理解する。 

○対話型の講義を基本とし講義後は懇親会の機会を設けるなど、各講師と直接話せる機会をより多く作ります。講師やゼミの仲間と

議論を重ねることで自らの将来を真剣に考える良い機会になることを期待しています。 

○コロナの関係で職場見学や対面型授業、懇親会等が中止になることがあります。その際は別途 WEB講義をご用意します。 

 

【授業の内容と計画】 （注）役職は本個別概要作成現在 テーマなど今後変更があり得ます。  

月日   卒年 主なる職歴 講義内容 

４月２１日 

 

＠国立ｷｬﾝﾊﾟｽ 

蓑田秀策 

 

 

 

千田剛司 

 

昭４９経 

 

 

 

昭５５経 

みずほコーポレート銀行常務執行役員 

KKRジャパン会長等を歴任 

経済同友会幹事  

 

みずほインターナショナル（ロンドン）CEO 

丸の内キャピタル代表取締役社長 等を歴任 

中小企業基盤整備機構 監事 

ガイダンス 

 

 

 

市場から見た内外金融の変遷と今

後の展望 

５月１２日 

 

＠国立ｷｬﾝﾊﾟｽ 

小林和成 昭５９経 

 
三菱商事入社 

エイ・アイ・キャピタル設立 

キャピタル・ダイナミックス代表取締役社長等を歴任 

プライベート・エクイティ業務の実際

（仮題） 

 

 

５月２６日  

 

＠有楽町 

佐藤雅典 昭６１経 日本長期信用銀行入行 

ゴールドマンサックス証券 等を経てジェイ・ウィル・

パートナーズを設立。同社代表取締役社長 

企業再生ファンドの経営 

その活動内容と目指すもの 

６月２日 

 

＠丸の内 

三宅卓 

 

 

学外 

 

 

日本オリベッティー入社後、日本M&Aセンターを設立 

日本M&Aセンター代表取締役社長 

中堅・中小企業のM&Aについて 

６月９日 

 

＠麹町 

大島周 学外 みずほ第一フィナンシャルテクノロジー 取締役社長 歴史の転換期とデジタライゼイショ

ンの潮流が本邦金融業界に与える

影響について 

６月１６日 

 

＠WEB講義 

Tim Latimore 

 

平６ペンシルバ

ニア大学ウォート

ン校 

BofA SECURITIES (旧メリルリンチ日本証券) 

アジア太平洋地域 統括責任者 

マネージング ディレクター 

グローバル金融ビジネスの現状とこ

れからの展望 

６月３０日 

 

＠丸の内 

有田浩之 昭６２経 ブラックロック・ジャパン代表取締役社長 日本の経済発展と資産運用業 

７月７日 

 

＠国立ｷｬﾝﾊﾟｽ 

蓑田秀策 

 

千田剛司 

昭４９経 

 

昭５５経 

 まとめ 

 



 個別ゼミ概要（ＷＥＢ掲示用） 

 

【テキスト・参考文献・事前学習等】 

○適宜、講師の方からご連絡いたします。 

 

【受講生に対するメッセージ】 

○以下は、ここ数年の受講者のアンケートや課題レポートからの抜粋です。参考にして下さい。（ ）は受講時の学部学年・性別 

 

現代金融事情の変遷から日本経済停滞の歴史的背景を読み解くことができました。名称は知っているけど内容を深く理解できていな

い事柄について、実際にそれらを最前線で対応されてきた臨場感ある講師のお話は非常に刺激的で勉強になりました。産業界を牽引

されてきた講師の熱い一橋魂に触れることができ、それを引き継いで停滞する日本経済の再建に貢献したいと強く感じました。（経

３・男） 

 

もともと金融業に対して抱いていたイメージは良いものではなかった。しかしイメージと実際に働いている方々のお話とはあまりに

違っていた。もしイメージだけで判断を続け、金融業界という将来の選択肢を外していたらと思うと一抹の恐怖を覚える。 

・・（略）・・如水ゼミではかけがえのない学びを得たとともに学生時代に強く影響を受けた授業としてずっと記憶に残っていくと

思います。（社３．女） 

 

多くの講師が金融や経済について語る際に歴史、文学、哲学など教養的な分野に触れていた。どの講師も問題意識が高く、勉強に対

する意識が刺激され、今後の学生生活にも大きく影響する講義でした。キャリアに対する考え方も大きく変わり、多くの指針を頂い

たと思って居ます。（法２・女） 

 

今回の講義はほとんど英語によるものだったので、英語で話を聞き、英語でモノを考え、ディスカッションをし、自分の考えを発表

するということをビジネスの文脈で行えたことはとても良い機会だと感じた。（商３・男） 

 

このゼミで、金融に少しでも触れることができて、また、その中でも自分の興味のある分野を見つけることができました。韓国では

如水ゼミみたいに先輩の方が授業に来てくれるものはないので、会社で働く方の貴重な話や考えなどを聞く機会がありませんでし

た。・・（略）・・すべての授業の時間がとても意味のある時間でした。ここで学んだことは金融だけでなく様々な分野に通用する

知識だと思います。（経３・女・韓国留学生） 

 

企業の社長という人とは今までの人生でほとんど関りがなく、一緒にお酒を飲んだ経験がないので毎回の懇親会は私にとって新鮮な

経験であった。そういう場でしか聞けない講師の方々の話を通じ、社長の考え方というものに興味を持ち色々考える機会になった。 

（経３・男・韓国留学生） 

 

中国のアリ payと日本の paypayは代表的な支払手段の電子化である。ビットコインに代表される電子マネーの出現、ブロックチェー

ンなどの電子化製品もある。電子化は金融の効率を高めることができるので、金融の電子化の程度はますます高くなると思った。（修

士・男・中国留学生） 

 

金融の市場化に当たって第一線で対応し格闘された講師の臨場感溢れるお話しは非常に刺激的でした。奴雁的先見性を持ちつつ実際

家として自らの仕事の中に確かな形を与えられるよう努めていきたいと思いました。（経３・男） 

 

今回のゼミでは、金融という業界を様々な視点から全体を見ることができた気がします。また、講師の方々がどのような意識でこの

立場までのぼりつめて来られたかという内容も非常に心に刺さるものでした。大変ためになりました。有り難うございました。（経

３・女） 

 

講師の皆さんは、自分の同年代のころに何を考え、何を志して社会人の門を叩き働いていたのか、講義を受けながらも度々考えてい

た。（経４．男） 

 

○最後に 

如水ゼミだからこそ会える一流経営者の方々が大変お忙しい中、時間を割いてくれています。 

 

講師との対話を通じて、これからの「captain of industry」とは何かを考える良い機会にもなると思います。 

 

例年、留学生の方も多く参加しておりますので、新しい仲間との良き出会いの場にもなると思います。 

 

講師の方々も若い皆さんとの出会いを楽しみにしています。                            

以上  

 


